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物件概要と外構図の連携について 

文書管理番号：1053-01 

Q.質 問  

物件概要の項目と外構図で連動しているところは何処になるか。 

A.回 答  

(物件概要)の「計画概要」にある「敷地面積」および「用途地域」が、 (外構図)と連動していま

す。 

敷地面積は、外構図で敷地を入力後に自動表記され、用途地域は、物件概要の「計画概要」で設定した

地域を反映します。 

 

＊ グレーの表示は自動転記項目です。 

＊ 地名地番・住居表示は、手動で入力します。入力後、地図を表示させて確認ができます。 

＊ 地名地番・住居表示以外の白地の項目は、選択肢から選択する項目です。 
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外構図から物件概要への反映 

⚫ 敷地面積 

 

① (外構図)で (敷地線)から

敷地を入力 

＊ 敷地線で、敷地面積に算入

する範囲を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 敷地線で囲まれた範囲が、敷地面積として自動算出され

ます。 

面積表は、プラン図で表示できます。 

 

＊ 三斜法や座標入力での敷地の作成については、 

こちらをご覧ください。 

[1021]敷地の座標入力方法 

[1030]三斜法を利用した敷地の作成 

 

 

② 物件を保存して終了 

＊ 物件を保存終了することで、物件概要にも敷地面積の変更が反映されます。 

＊ 敷地線を変更した場合も、保存終了後に物件概要に反映されます。 

  

http://faq.cpucloud.jp/faq/data/as_1021.pdf
http://faq.cpucloud.jp/faq/data/as_1030.pdf
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③ 物件を再度起動し、 (物件概要)の「計画概要」の「敷地面積」を確認 

 

 

 

 

物件概要から外構図への反映 

⚫ 用途地域 

 

① (物件概要)の「計画

概要」から、敷地概要

の「用途地域」を設定

し、「OK」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

敷地入力前 

敷地入力後 
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② (外構図)で、 (敷地線)から敷地を入力 

＊ 新規入力の場合は、自動的に計画概要で設定した用途地域が反映されます。 

 

 

 

【注意】 

既存の敷地には、計画概要で変更した用途地域は反映されません。変更する場合は、外構図で用途

地域の設定をやり直してください。 

外構図で用途地域を変更した場合、計画概要に変更内容は反映されません。直接、計画概要の用途

地域の設定を変更してください。 

外構図で設定している用途地域が優先され、法規チェックに反映されます。 

 

 

 

自動的に用途地域が反映 

（新規入力のみ） 

↑ 


